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会 長 告 知 

 

 

☆ 司会進行 SAA 森本弘之 君 

＜ゲスト＞ 青少年補導センター長 吉本眞太郎 様 
 
御坊東ロ－タリ－クラブ 
会長 栗林久一 君 

 

皆さん、今晩は。有田 2000ＲC の皆様、本日は様こそお出

で頂き有難うございます。 

今年度もこうして合同例会が開催できました事を大変嬉しく

思います。そして、本日の卓話の講師を務めて頂きます吉本

眞太郎様、お忙しいところ御出席頂きまして有難うございます。

後ほど宜しくお願い致します。 

昨年度は貴クラブの第 500 回 

記念例会にお招き頂きました。 

記念公演では成川守彦 

パストガバナーの「ロータリー 

とは成徳田達材の道場」である 

ということを勉強させて頂きました。 

有田 2000RC の皆さんとのお付き合いは 2004 年～2005 念

度の佐藤栄志会長、当クラブの原会長の時に初めて合同例

会が開催されました。それからは毎年行われまして今年で 8

年目を迎えました。振り返ってみましても、大変実りある充実し

た親睦を含めておおいに意義のある合同例会であったと思い

ます。これからも、お互いのクラブの発展のために継続できた

らと思っております。 

私たち東クラブはまだ会員増強にはいたっておりませんが、

有田 2000RC は新しい会員が入会されたそうで有田南病院の

南院長が入会されたと娘から聞きました。ちょっと余談になりま

すが、実は私の娘が有田南病院の地域連携室で 3 年間勤め

させて頂きました。そして、家に寄ってきては南院長のことを

話してくれました。上田先生の紹介で良暢先生ロータリーへ

入るよ。とか、今日はロータリー行く日だから忙しいって言って

たよ。とか色々と話していました。その娘も、この3月20日で退

職しましたが、決してクビになったわけではありません。 

有田 2000RC の皆様とは本当にご縁があるのかなと思いまし

た。私は、この「縁」をこれからも大切にしていきたと思っており

ます。本日はゆっくり楽しんでいって下さい。 

 

有田２０００ロ－タリ－クラブ 
会長 上田益稔 君 

皆さん、今晩は。本日は合同例会で栗林会長はじめ御坊

東ＲＣの皆様にはお世話になります。お招き頂き有難うござい

ます。 

また、吉本眞太郎様には、卓話ありがとうございます。楽し

みにしております。 

第1回が有田2000RC佐藤会長の時で、その時私は幹事を

させて頂いておりました。御坊東 RC の皆様の温かいおもてな

しを今も鮮明に覚えています。 

私は、御坊・日高地方に 

大変親しみを持って 

おります。 

と、申しますのも、 

大学卒業後、御坊市 

野尻歯科様で７年半勤 

務させて頂きました。 

今から１９年程前になります。当時、地元の方々にはとても

お世話になりました。今も、時々夢に当時の情景が現れてきま

す。多くの方々とのご縁により成長させて頂き、とても感謝して

おります。 

今後も、両クラブの親善を通じてお互いに高めあえたら良

いと思います。今後ともどうか宜しくお願い致します。本日は

誠にありがとうございます。 

 

 「青少年のこと」 

青少年補導センター長 吉本眞太郎 様 

 はじめに、よろしくお願い申し上げます。と、この日のために

作られたパワーＰでクラブの事、 

青少年指導に向けての 

活動の難しさ、感動し 

たこと、地域の事、 

時代と共に変化して 

いる青少年の考え、 

行動等々を解りやすく 

又丁寧に説明を頂きました。 

  *** 以下はその一部です。 *** 

 子どもの成長、取り巻く社会状況、補導センターへ来る子ど

もたちについて、そして今、大切にしたいこと。 

 

   私達も気づいて 

なかった「宝神社」 

のあれこれ。 

 

 支えている？ 

   いえ、支えられて 

いるのです。 

 教えている？ 

     いえ、教えられているのです 

 励ましている？ いえ、励まされているのです！ 

 

この言葉には知らなかった自分が見えました。 

本日のプログラム 



 

会員数 欠席者 免除会員 出席率出席者

なし3月14日 の修正出席率

15名 2名 0 86.7%13名

 Ｈ２２ Ｈ２３ 深徘 喫煙 粗暴 不交 怠学 窃盗その他  

４月 ４７ ３７ １６ ８   ５  １  ６ 飲酒１  

５ ２３ ２４ １２ ７     ２  ２ 暴走１  

６ ６８ ６３ ３０ １４ ３  ９  ７      

７ ６７ ３６ １６ １２   ３  ２  ３    

８ ４７ ８２ ５８ １８   １  ４  １    

９ ４６ ５２ ２１ ２８     ３      

１０ ６５ ４２ ２２ １８ １  １        

１１ ３１ ２６ ９ ７ ３  ４    ３    

１２ ２７ １５ ９ ４ １    １      

１ ２８ ２０ １０ ３     ７      

２ ２９ ３１ ２１ ５ １    ６      

３ ５２              

合計 ５３０ ４３０ ２２４ １２４ ９ ２３ ３３ １５    

この数値で解るように年々補導数は減少傾向にあるようです。 

 

補導センターでは・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前は、 

くらしの中で育つ、家族の中の役割（手伝い、当番） 

  段取り能力、責任感、耐性 

  ｢あんたがいるから助かる」 

  そして、仲間の中で育つ、  徒党を組んで、 

異年齢で、 手足を使って、 地域の中で育つ 

今は、こんなことが・・・ 

     偏った食事 （糖分とカルシウム）  

 不規則な生活 （睡眠・運動不足） 

     三間の減少 （時間、空間、仲間） 

   マルチメディアによる、コミュニケーション能力への影響 

 家庭での コミュニケーション不足 

    学校での 居場所         などなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出席委員会  小林隆弘 君 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

ROTARY CLUB SONG 

 
君   が   代 

奉 仕 の 理 想 

出 席 報 告

次回例会のご案内 
★4/11 例会は  

会員卓話；松本政彦 君 

村上宗隆 君 

環境づくり、反省と指導、更正への支援 

人格の尊重、 特性の理解 

公正な立場、 秘密の保持 

３つの役割 

４つの心構え 

自分はダメな人間だと思うことがある 

赤子は肌を離すな 

幼子は 肌を離せ 手を離すな 

少年は 手を離せ 目を離すな 

青年は 目を離せ 心を離すな 

子ども 「あなた自身の社会 

スウェーデンの中学校教科書」から抜粋 

批判ばかりされた子どもは 非難することをおぼえる 

殴られて大きくなった子どもは 

 力にたよることをおぼえる 

笑いものにされた子どもは 

 ものを言わずにいることをおぼえる 

皮肉にさらされた子どもは 

 鈍い良心のもちぬしとなる 

しかし、 

激励をうけた子どもは ⇒ 自信をおぼえる 

寛容にであった子どもは ⇒ 忍耐をおぼえる 

賞賛をうけた子どもは ⇒ 評価することをおぼえる 

フェアプレーを経験した子どもは ⇒ 公正をおぼえる 

友情を知る子どもは ⇒ 親切をおぼえる 

安心を経験した子どもは ⇒ 信頼をおぼえる 

可愛がられ抱きしめられた子どもは ⇒  

 世界中の愛情を感じることをおぼえる 
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